













































































































































































































































































































辞書形 あらたまった形 辞書形 あらたまった形
きょう 本日 さっき 先ほど
あした 明日（あす） 少し・ちょっと（時間） 少々
あさって 明後日 少し（量） わずか
きのう 昨日 これ・ここ こちら
おととい 一昨日 いつも 平素
このあいだ 先日 本当に 誠に
あとで のちほど そして ならびに
今・すぐ ただいま つもり 所存
もうすぐ まもなく
（ 45 ）
　動詞、形容詞、人称代名詞等の「特別な形」は、集中的に指導されることがあるのに対し、そ
れ以外の語彙は個々の新出語彙の中での散発的な学習に留まっているため、片方がもう一方の改
まった言い方であるという認識を習得しにくい。筆者は敬語表現として「先ほど」を用いるべき
ところに「さっき」、逆に日常会話の中で「あとで」を用いればよかった箇所に唐突に「後ほど」
を使ってしまい、表現全体のバランスが悪いとの指摘を受けたことがあった。また、図４に示す
筆者のメモ（劉1998：85、書き込み）を見ても分かるように、「どう」「どういうふうに」「どの
ように」のような敬意の差について母語話者の手助けなしでは習得できない。
　なお、「特別な形」の敬語語彙の指導においてその説明に議論を要するものもある。例えば、「水」
に対して「お冷や」という表現があるが、これは接客等に用いられるビジネス用敬語であること
を学習者に断っておかなければ、知人宅で「お冷やを頂けますか。」と御願いしてしまう恐れが
ある。また、「トイレ」に関連する「化粧室」という語は、商業施設等でなければ用いられない
ことも学習者に提示する必要がある語の１つであろう
（13）
。
　このほか、必ずしも対応関係にあるペアではないが、表現同士のバランスからして「特別な形」
で提示する必要があるものもある。例えば、「また（よろしく御願い申し上げます）」と「引き続
き（よろしく御願い申し上げます）」を例として挙げることができる。この点は「敬語定型句」
との連続性を有するため、次節にて扱うこととする。
２－２－３　個別例
　最後に、個別の例として「～かねる」を取り上げる。動詞の連用形に「～かねる」が後続する
ことで、断る場面において、「～することができない」の婉曲的な表現として用いられることが
ある。この語を説明するにあたっては、「できる」の場合は「できかねる」ではなく、「いたしか
ねる」となることを、定型とは別に示す必要がある。

図４　劉による書き込み（劉1998：85）
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３．敬語定型句
　敬語表現の定型句について、総合日本語の教材類では「恐れ入りますが」「僭越ながら」といっ
た前置き表現が取り上げられることがある。また、アカデミックライティングに特化したテキス
トにおいても、決まり文句の用例が列挙されることが多い。これらの状況とは別に、実際に耳に
する経験がなければ、既知の情報を頼りにして産出することが困難な語句を、学習者は日常生活
において疑問を抱いていることについて触れておきたい。この点に関しては、学習者による能動
的な学習姿勢が、特に重要となろう。
　　（15）ぜひ万障お繰り合わせのうえご出席くださいますようご案内申し上げます。（2010）
　　（16）遅ればせながら（2019）
　　（17）不覚にも存じませんでした。（小川・前田2003：10）
　　（18）とんでもないことでございます。（2014）
　　（19）お手隙のときにでもご教示ください。（2014）
　　（20）引き続きよろしくお願いします。（2014）
　　（21）以上お礼かたがたおねがいまで。（文型辞典中国語版p.101）
　　（22）～におかれましては（2014）
図５　劉による書き込み（劉1998：45）
図６　劉の学習メモ
（ 47 ）
　　（23）お仰せつけください（2019）
　定型句のほか、「引き続き」「取り急ぎ」「方々」「おかれては」や複合語形式「お目通し」「お
声掛け」「お取りはからい」「お取りまとめ」「お仰せ付け」等は学習者にとって、産出しにくい
表現である。
４．おわりに
　本稿は、先行研究で言われる敬語指導の難しさのうち、特に「〈語形〉（かたち）」に注目し、
筆者自身の学習経験を踏まえた上で、学習者にとって困難な項目や下位ポイント、そして語彙に
ついて論じた。また、敬語の定型句の学習においては、学習者自身による能動的な学習が重要で
あることについても触れた。これらの指摘が、今後の敬語教育と教材開発に寄与することがあれ
ば、と願う次第である。
　無論、敬語学習は「〈語形〉（かたち）」のみでは不十分である。
　　（24）先生、今日の授業、お上手にお教えになりましたね。（小川・前田2003：16）
　　（25）先生の教え方はとても上手でした。（井上2013：21）
こうした用例は「相手の感情を害する誤用例」（野田2006：15）に区分することができる。また、
迫田（2016）の用語を援用すれば、文法的には正用であるが、聞き手には不快感を与えかねない
「危険な正用」とも言える。当然のことながら、これらの誤用を減らすためには、形式面の学習
から実際の運用へのレベルアップが求められる。「〈語形〉（かたち）」の教授に加え、「〈適用（運
用）〉（あてはめ）」についての段階的な指導も必要ということである。
注
（１）中国大学で日本語を専攻していた時、総合教材『新編日語』（第二版）を使用して敬語表現
について勉強したが、日本語の敬語は特に難しいと常時に言われていたこともあり、大学
二年頃に劉（1998）を購入して独学した。この書を読みながら、日本人の客員教授や、相
互学習をしていた日本からの留学生に常に質問と用例の確認を行っていた。また、自然習
得の中でも、敬語表現を含む学習のメモを取り続けている。
（２）敬語の仕組みについて、菊地（1997：111）では「〈語形〉（かたち）」「〈機能〉（はたらき）」
「〈適用（運用）〉（あてはめ）」の三つの観点から捉えている。ここでいう形式面は「〈語形〉
（かたち）」に該当する。
（３）「ご～になる」「ご～なさる」「ご～する」「ご～いたす」「ご～申し上げる」において、「～」
の箇所に用いられるものとそうでないものについて、日本語学の研究成果として菊地（1997）
等があるが、日本語教育の世界で十分活かされているとは言い難い。無論日本語教育でこ
（ 48 ）
うした言及がないわけではなく、例えば、小川・前田（2003：21）では「司会する」「散歩
する」といった「お・ご～になる」の形では使えない動詞があることについて触れられて
いる。
（４）これは「お・ご～する」系列の使用条件に関わる重要な情報である。小川・前田（2003）
では「お・ご～する」が使われる動詞と使われない動詞の特徴として「「人に」など、直接
受け手を持つ動詞」と「主語の範囲にとどまる行為」（p.23）と説明されている。ここでは
同じ主旨であるが、学習者にとってより分かりやすい説明の仕方を提案する。
（５）「ご迷惑をおかけすることも多々あるかと存じますが」のカも同じタイプと見なすことがで
きる。
（６）井上（2019a）はこの問題を取り上げている。
（７）詳細は日高（2015）を参照されたい。
（８）「返事」が和語「かえりごと」に由来することに起因するものと考えられる。なお、「ご返事」
は尊敬語・謙譲語Aに用いられるのに対し、「お返事」は美化語として使われる傾向がある
とされる（菊地1997：385-386）。
（９）小口悠紀子氏（首都大学東京）のご指摘により、認識したものである。
（10）「お造り」「お捻り」「お勝手」等も同じであろう。
（11）浅川哲也先生（首都大学東京）の直話による。
（12）水谷（2005）では、「いらっしゃる」に関する母語話者の使用実態が明らかにされている。
（13）「トイレ」を表す品位のある表現に「お手洗い」があることは言うまでもない。
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